
JP 4135400 B2 2008.8.20

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　撮影画面内に設定した中央部重点測光範囲を重点的に測光する測光方式が可能で、かつ
その中央部重点測光範囲を変更可能なデジタルスチルカメラにおいて、
　表示画面を有し、複数の中央部重点測光範囲の大きさの選択肢が一覧表示されるととも
に、いずれの選択肢が選択されているかが明示される第１画面と、前記選択肢のいずれか
１つについて、前記表示画面を前記撮影画面に見立てた場合の前記中央部重点測光範囲を
図形で表示する第２画面とを前記表示画面に表示可能なモニタ装置と、
　前記中央部重点測光範囲の変更を指示する変更操作、および前記第１，第２画面の切換
操作が少なくとも可能な操作装置と、
　前記表示画面に前記第１画面が表示されているときに前記操作部材により前記変更操作
がなされると、その操作に応じて前記中央部重点測光範囲を変更し、前記第１画面が表示
されているときに前記操作部材により前記切換操作がなされると、前記第２画面に表示を
切換え、前記第２画面が表示されているときに前記変更操作がなされると、その操作に応
じて前記中央部重点測光範囲を変更するとともにその変更に応じて前記第２画面上の前記
図形を変更する制御装置とを備えることを特徴とするデジタルスチルカメラ。
【請求項２】
　前記表示画面には画像が表示可能とされ、前記制御装置は、前記重点測光範囲を示す図
形を前記画像に重ね合わせて表示することを特徴とする請求項１に記載のデジタルスチル
カメラ。
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【請求項３】
　前記制御装置は、前記第１画面が表示されているときに前記操作部材により前記切換操
作がなされると、前記第１画面で選択されていた選択肢に対応する前記中央部重点測光範
囲を前記第２画面に前記図形で表示することを特徴とする請求項１または２に記載のデジ
タルカメラ。
【請求項４】
　前記制御装置は、前記第２画面に表示される前記中央部重点測光範囲に応じた図形が前
記選択肢のいずれに対応するものであるかを表す情報を前記第２画面に表示することを特
徴とする請求項１～３のいずれか１項に記載のデジタルカメラ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、液晶モニタ等のモニタ装置を有するとともに、撮影画面の一部に特定の測光範
囲を設定したデジタルスチルカメラに関する。
【０００２】
【従来の技術】
カメラの測光モードとして、撮影画面の中央部分を重点的に測光する中央部重点測光があ
る。従来、この中央部重点測光における中央部重点測光範囲の大きさを変更可能なデジタ
ルスチルカメラがある。その変更はカメラのカスタム設定においてなされ、液晶モニタの
画面上に選択可能な測光範囲の大きさを数値で複数表示し、その中からいずれかを選択し
決定する。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、測光範囲の大きさが数値でのみ表示される構成では、画面全体における中
央部重点測光範囲の占める割合が把握しづらく、必ずしも撮影者にとって最適な測光範囲
を設定できないという問題があった。
【０００４】
本発明の目的は、撮影画面における重点測光範囲の占める割合が直感的に把握できるよう
にしたデジタルスチルカメラを提供することにある。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
　本発明は、撮影画面内に設定した重点測光範囲を重点的に測光する測光方式が可能で、
かつその重点測光範囲を変更可能なデジタルスチルカメラに適用される。
　そして、表示画面を有し、複数の中央部重点測光範囲の大きさの選択肢が一覧表示され
るとともに、いずれの選択肢が選択されているかが明示される第１画面と、選択肢のいず
れか１つについて、表示画面を撮影画面に見立てた場合の中央部重点測光範囲を図形で表
示する第２画面とを表示画面に表示可能なモニタ装置と、中央部重点測光範囲の変更を指
示する変更操作、および第１，第２画面の切換操作が少なくとも可能な操作装置と、表示
画面に第１画面が表示されているときに操作部材により上記変更操作がなされると、その
操作に応じて中央部重点測光範囲を変更し、第１画面が表示されているときに操作部材に
より上記切換操作がなされると、第２画面に表示を切換え、第２画面が表示されていると
きに上記変更操作がなされると、その操作に応じて中央部重点測光範囲を変更するととも
にその変更に応じて第２画面上の前記図形を変更する制御装置とを備え、これにより上記
問題点を解決する。
　ここで、特許請求の範囲でいう「測光範囲の変更」とは、測光範囲の形状は変えずに大
きさ（面積）を変更する場合と、形状そのものを変更する（例えば円から楕円に変更する
）場合も含む概念である。また「重点的に測光する」とは、その重点測光範囲のみの測光
出力を用いる場合と、他の領域の測光出力も用いるがその範囲の測光出力の重みを大きく
する場合の双方を含む。
　請求項２の発明は、表示画面には画像が表示可能とされ、重点測光範囲を示す図形を前
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記画像に重ね合わせて表示するようにしたものである。
　請求項３の発明は、第１画面が表示されているときに操作部材により切換操作がなされ
ると、第１画面で選択されていた選択肢に対応する中央部重点測光範囲を第２画面に図形
で表示するようにしたものである。
　請求項４の発明は、第２画面に表示される中央部重点測光範囲に応じた図形が上記選択
肢のいずれに対応するものであるかを表す情報を第２画面に表示するようにしたものであ
る。
【０００６】
【発明の実施の形態】
図１～図１５により本発明の一実施の形態を説明する。
図１は本実施形態におけるデジタルスチルカメラの概略背面図である。カメラ本体１の背
面には、液晶モニタ２および操作部材３，４，５が設けられている。液晶モニタ２は矩形
の表示画面２Ａを持ち、この画面２Ａ上に撮影済みの画像を表示したり、カメラの種々の
設定情報等を表示する。また後述するようにカスタム設定を行う際にも液晶モニタ２が用
いられる。操作部材３はメニューボタンであり、これは画面２Ａに種々の設定のためのメ
ニュー画面（例えば、図３）を表示したりその表示を解除するためのものである。操作部
材４はモニタボタンであり、これは画面２Ａに撮影済み画像を表示したりその表示を解除
するためのものである。
【０００７】
操作部材はマルチセレクタ５であり、図２に示すように上下左右の４つの押圧部５ａ～５
ｄを有している。上下の押圧部５ａ，５ｂは、メニュー画面の上下方向に並んだ選択肢（
項目や機能）からいずれかを選択する際に用いられる。押圧部５ａの押圧操作により選択
項目や機能が上方に変更され、押圧部５ｂの押圧操作により下方に変更される。右側の押
圧部５ｃは決定ボタンに相当し、これを押圧操作すると画面２Ａ上で選択されている項目
や機能が決定される。左側の押圧部５ｄは、選択されている項目に対する数値や機能を選
択するためのものである。また、後述するように測光範囲を示す円を表示する際にも押圧
部５ｄが用いられる。
【０００８】
上述した操作部材３～５の操作信号は図１５に示すＣＰＵ５１に入力され、ＣＰＵ５１は
、それらの操作信号に応答して表示駆動回路５２により液晶モニタ２による表示制御を行
う。
【０００９】
次に、本実施形態における測光範囲の変更について説明する。
本実施形態では、カメラの測光モードとして、分割測光，中央部重点測光，スポット測光
などが設定可能とされる。そのうち中央部重点測光は、撮影画面の中央部に設定した中央
部重点測光範囲とその周囲の領域を別々に測光し、中央部重点測光範囲の測光出力の重み
付けを周囲よりも重くして露出演算を行うものである。この測光方式は、例えば中央部重
点平均測光などとも呼称されるが、本実施形態では中央部重点測光と呼ぶ。また中央部重
点測光範囲は円形であるものとし、その大きさ（径）が可変とされる。この中央部重点測
光範囲の変更自体は従来カメラにおいても可能であるが、本実施形態では、変更の際に中
央部重点測光範囲を画面２Ａに図形で表示できる点が従来と相違する。以下、この相違点
について詳述する。
【００１０】
　カスタム設定により中央部重点測光範囲の変更を指定すると、液晶モニタ２の画面２Ａ
に図６に示すような測光範囲変更画面が表示される。この状態でマルチセレクタ５の押圧
部５ａ，５ｂを操作することで、中央部重点測光範囲の大きさをφ６ｍｍ，φ８ｍｍ，φ
１０ｍｍ，φ１３ｍｍの中から選択できる。図６はφ８ｍｍが選択されている例を示して
いる。次いで押圧部５ｄを操作すると、図７に示すように選択された測光範囲を示す図形
（円）６０が画面２Ａ上に表示されるとともに、その径を示す数値（φ８）が表示される
。数値の下のマークは、押圧部５ｃを操作すれば選択されている測光範囲が決定される旨
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の表示である。
【００１１】
ここで、円６０は液晶モニタ２の画面２Ａ全体を撮影画面と見立てた場合の中央部重点測
光範囲を示している。正確には円６０の内部が中央部重点測光範囲であり、円周は中央部
重点測光範囲と周辺領域との境界を示す。これを見た操作者は、撮影画面における中央部
重点測光範囲の位置およびその占める割合がどの程度であるかを直感的に把握できる。
【００１２】
さらに、図７の状態でモニタボタン４を操作すると、円６０はそのままで、画像が画面２
Ａに表示される（図８）。ここでいう画像とは、ＣＣＤ等の撮像素子にて撮像され所定の
処理が施された画像データである。これは現在撮影レンズが正対している被写体の画像を
リアルタイムで表示してもよいし、メモリカードに記録されている画像を読み出して表示
してもよい。
【００１３】
図８の状態で押圧部５ａまたは５ｂを押圧すると、中央部重点測光範囲の大きさ（選択値
）が変更され、例えば図９，図１０に示すように画面２Ａ上の円６０の大きさもそれに応
じて変更される。このように被写体に重ね合わせて測光範囲をスーパーインポーズ表示で
きるので、操作者は被写体に対して正確に中央部重点測光範囲を設定することができる。
例えば、図８～図１０のような人物撮影で被写体の顔の部分を重点的に測光したい場合に
は、顔の大きさに応じて最適な中央部重点測光範囲を設定できる。最適な測光範囲が表示
できたら、押圧部５ｃを操作することで、そのとき表示されている測光範囲が決定され、
次回からの測光に反映される。
また上述したような測光範囲の変更および決定は、撮影画像が表示されておらず円６０の
みが表示されている状態でも可能である（図７，図１１，図１２）。
【００１４】
　上記の動作をソフト的に実現するためのフローチャートを図１３，図１４に示す。これ
はＣＰＵ５１によって実行されるもので、無関係の動作は省略してある。
　メニューボタン３の操作に応答してこのプログラムが起動され、まず液晶モニタ２の画
面２Ａ上に図３のようなメニュー画面が表示される（ステップＳ１）。この状態でマルチ
セレクタ５の押圧部５ａ，５ｂを適宜操作すると図４のようなカスタムメニュー画面とな
り、更に押圧部５ｃを操作するとカスタム設定の変更が許容される（ステップＳ２，Ｓ３
）。
【００１５】
次いで押圧部５ａ，５ｂを適宜操作すると、図５に示す中央部重点測光範囲変更が選択さ
れ、更に押圧部５ｃを操作することで図６の画面となる（ステップＳ４，Ｓ５）。この図
６の画面が表示されると、処理はステップＳ６～Ｓ８のループを回り、マルチセレクタ５
のいずれかの押圧部５ａ～５ｄの操作待ちとなる。このとき操作部５ａまたは５ｂが操作
されると、中央部重点測光範囲の選択が変更され（ステップＳ６→Ｓ９）、再び上記ルー
プに戻る。また押圧部５ｃが押圧されると、選択されている中央部重点測光範囲が決定さ
れ（ステップＳ７→Ｓ１０）、最初のメニュー画面に戻る（ステップＳ１）。
【００１６】
一方、上記ループを回っているときに押圧部５ｄが操作されると、ステップＳ８から図１
４のステップＳ１１に進み、選択されている中央部重点測光範囲が円で表示される（例え
ば、図７）。次いでステップＳ１２～Ｓ１４のループにて押圧部５ａ～５ｃまたはモニタ
ボタン４の操作待ちとなる。このとき押圧部５ａまたは５ｂが操作されると、測光範囲の
選択が変更されるとともに、その変更に応じて測光範囲を示す円の大きさが変更される（
ステップＳ１２→Ｓ１５：図１１，図１２）。また操作部５ｃが操作されると、選択され
ている中央部重点測光範囲が決定され（ステップＳ１３→Ｓ１６）、その後、メニュー画
面に戻る（ステップＳ１）。
【００１７】
一方、ステップＳ１２～Ｓ１４のループを回っているときにモニタボタン４が操作される
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）。表示されていなければ画像が表示され（ステップＳ１８）、これにより画像と測光範
囲とが重ね合わされた表示となる。既に画像が表示されている場合には、画像の表示が解
除される（ステップＳ１９）。
なお、図１３，図１４の処理中にメニューボタン３が操作されると、メニュー表示やカス
タム設定が解除され、通常の表示に戻る。
【００１８】
なお、図１３，図１４の処理は一例を示したものであり、測光範囲の変更手順は上述のも
のに限定されない。また、以上では中央部重点測光範囲を例に挙げたが、例えば画面周辺
領域は測光せず、画面中央部分のみの測光出力を用いて露出演算を行う方式（部分測光と
呼ばれることもある）でもよい。さらに重点測光範囲は円以外の形状（例えば、楕円）で
もよい。また上述の実施形態では、重点測光範囲の形状そのものは不変であり、大きさの
みを変更可能な例を示したが、形状そのものを変更可能なものでもよい。例えば、円から
楕円に変更したり、楕円の形状を変更可能なものでもよい。また重点測光範囲の位置も画
面中央に限定されず、数も１個に限定されない。
【００１９】
【発明の効果】
本発明によれば、モニタ装置の表示画面に、表示画面を撮影画面に見立てた場合の重点測
光範囲を図形で表示できるようにしたので、数値のみの表示と比べて撮影画面における中
央部重点測光範囲の占める割合を直感的に把握でき、最適な測光範囲を設定できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施形態におけるデジタルスチルカメラの概略背面図。
【図２】上記カメラのマルチセレクタ（操作部材）を示す図。
【図３】メニュー画面の一例を示す図。
【図４】カスタムメニュー画面を示す図。
【図５】中央部重点測光範囲の変更を選択した画面を示す図。
【図６】中央部重点測光範囲の変更画面を示す図。
【図７】中央部重点測光範囲を円で表示した画面を示す図。
【図８】中央部重点測光範囲を撮影画像に重ね合わせて表示した画面を示す図。
【図９】図８と同様の図であり、中部重点測光範囲を大きくした状態を示す。
【図１０】図８と同様の図であり、中央部重点測光範囲を更に大きくした状態を示す。
【図１１】図７と同様の図であり、中央部重点測光範囲を小さくした状態を示す。
【図１２】図７と同様の図であり、中央部重点測光範囲を大きくした状態を示す。
【図１３】中央部重点測光範囲の大きさ変更時の処理手順を示すフローチャート。
【図１４】図１３に続くフローチャート。
【図１５】カメラの制御系を示すブロック図。
【符号の説明】
１　カメラ本体
２　液晶モニタ
２Ａ　表示画面
３　メニューボタン
４　モニタボタン
５　マルチセレクタ
５１　ＣＰＵ
５２　表示駆動回路
６０　測光範囲を示す円
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